
 

 

（６）東 海

 
 

（注）下線を付した箇所は、前回からの変更のあった箇所を表す

（ は上方に変更、 は下方に変更）。

 

前回からの主要変更点 

 前回（令和４年11月） 今回（令和５年３月）  

鉱工業生産 
一部に弱さが残るものの、持ち直しの動き

がみられる 
持ち直しの動きに足踏みがみられる ↓ 

 

１．鉱工業生産の動向 

  鉱工業生産は持ち直しの動きに足踏みがみられる。 

10－12月期の鉱工業生産は、「電子デバ、電気・情報通信」が減少したこと等により、前期比0.8％

減となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考） １．2015年＝100、季節調整値。東海の最新月は速報値。 

２．全国及び東海の太線は中心３か月移動平均。 

直近月は２か月平均。 

３．東海は内閣府にて算出。 

 

  生産 
付加価値

ウェイト 
７－９

月期 

10－12

月期 

10月 11月 12月 

輸送機械  40.1 1.2 1.3 ▲6.8 10.9 ▲2.4 

電子デバ、電気・情報通信  13.3 ▲1.2 ▲4.1 ▲6.4 5.5 ▲2.4 

石油･石炭、化学、プラ製品  13.0 0.5 ▲3.0 ▲1.9 ▲0.3 ▲1.4 

汎・生産・業務用機械  11.2 5.7 ▲1.5 2.8 ▲3.8 ▲3.5 

鉄鋼業、非鉄金属、金属製品    6.4 0.3 0.2 ▲2.4 3.4 ▲4.3 

鉱工業 100.0 1.2 ▲0.8 ▲3.8 4.8 ▲2.3 

 

（備考）１．地域における付加価値ウェイトの高い５業種。 

２．10－12月期、12月は速報値。 

３．業種は内閣府にて分類。 

 

 

  

東海地域では、景気は一部に弱さがみられるものの、

緩やかに持ち直している。 
 
・ 鉱工業生産は持ち直しの動きに足踏みがみられ

る。 
 

・ 個人消費は緩やかに持ち直している。 
 

・ 雇用情勢は持ち直している。 

域内主要業種の動向(季節調整値、前期(月)比)  （％） 

75

80

85

90

95

100

105

110

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

21年 22年

鉱工業生産指数

東海

東海(移動平均)

全国(移動平均)

月



(6) 東海 

 

２．個人消費の動向  

 個人消費は緩やかに持ち直している。
（１）地域別消費総合指数（ＲＤＥＩ（消費）） 

10－12月期は前期比0.3％増となった。月別にみると、10月は前月比0.1％増、 
11月は同1.4％減、12月は同1.7％増となった。 

（２）百貨店・スーパー販売額 
百貨店・スーパーは、10－12月期は前年同期比2.6％増となった。月別にみると、 
10月は前年同月比3.2％増、11月は同1.3％増、12月は同3.1％増となった。 

 
 

 

 
 

（備考）１．季節調整済前期(月)比（％） 

２．店舗調整前、前年同期(月)比（％） 

百貨店・スーパーは内閣府にて算出。 

３．店舗調整前、前年同期(月)比（％）、最新月は速報値 

百貨店、スーパー及びコンビニは、経済産業省の中部 

（富山、石川、岐阜、愛知、三重）の値。 

４．乗用車は、新規登録・届出台数(上段は前年同期(月)比(％)）

 

３．雇用情勢  

  雇用情勢は持ち直している。 

有効求人倍率は上昇している。完全失業率は前期と同水準となっている。 
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 2022年10―12月 2022年10月 11月 12月 

ＲＤＥＩ（消費*1） 0.3 0.1 ▲1.4 1.7 

百貨店・ｽｰﾊﾟｰ(*2) 2.6 3.2 1.3 3.1 

百貨店(*3) 4.9 10.2 3.6 2.4 

スーパー(*3) 2.0 1.5 1.0 3.2 

コンビニ(*3) 1.4 2.3 3.4 ▲1.3 

乗用車(*4) 9.8 28.9 6.0 ▲1.2 

（季節調整値）(*4) 11.4 21.6 ▲7.2 ▲3.8 

ＲＤＥＩ（消費）と自動車新規登録・届出台数の推移 
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（13）景気ウォッチャー調査（令和５年１月調査）景気判断理由の概要 

 

 

 

６．東海 

（◎良、○やや良、□不変、▲やや悪、×悪） 

 分野 判断 判断の理由 

現
状 

家計

動向

関連 

□ 
・団体客はあるといっても、秋から変わらず大半が小人数グループ、又は日帰りである。

まとまった売上には結び付いていない（旅行代理店）。 

○ 
・新型コロナウイルス新規感染者数も減少傾向にあり、客が外出し、特にバレンタイン催

事が非常に好調であり、対応に追われている状況である。また、寒さも今年は厳しく、

冬物衣料や雑貨などの動きが継続的に好調である（百貨店）。 

▲ 

・人気車種の多くは納期が掛かるため販売停止になっている。新型車が出てもその車に販

売が集中して売れるため、すぐにオーダーストップになり販売できなくなってしまう

（乗用車販売店）。 

企業

動向

関連 

□ 
・多様な商品が値上げされるなかで、生活者の商品を選択する目は一層厳しくなっている。

食品においては、し好性の強い物への買い控え傾向は否めない（食料品製造業）。 

▲ 

・原料の値上がりが１年に２回もあり、中には 40％以上の値上がりもある。製品への価格

転嫁は容易ではなく、客を回って理解を得るための営業活動に要するコストも重荷にな

っている（窯業・土石製品製造業）。 

○ 

 

 

× 

・ここ数か月はほぼ同じ流れである。各社においては少額の資金で利益を出すよう努力を

している。仕事は前向きに増加しており、この動きは良い（その他非製造業［ソフト開

発］）。 

・１日当たりの取扱物量は３か月前と比べて更に減少している。１月になってから荷動き

が本当に低迷しており、寒い週などは特に荷動きがほとんどストップしている。１日当

たりの取扱物量は前年の 10％以下で、３月に向けて果たして荷物量は伸びていくのか懸

念している（輸送業）。 

雇用

関連 

□ 

・有効求人数、有効求職者数共に減少したが、有効求人数の低下幅がより大きいため、有

効求人倍率が低下した。そのなかで、医療・福祉、生活関連サービス業、娯楽業の求人

に増加の傾向がみられた（職業安定所）。 

○ 
・年度末に向けて企業の採用意欲も高まると同時に、転職希望者の動きも活性化している

（民間職業紹介機関）。 

その他の特徴

コメント 

□：客が金を余り使わなくなった（一般レストラン）。 

▲：直近の寒波で冬物商材を求める人が一時的には増えたが、今月は暖かい気候が続いて

いたため、来客数及び購買数が少ない（衣料品専門店）。 

先
行
き 

分野 判断 判断の理由 

家計

動向

関連 

□ 

・ 近にない異常な寒波のせいで短い距離の利用客は増えているが、夜間の長距離利用客

が少なく売上が増えないため、現状維持の状態がまだ続く。現在の寒さが収まるまでは、

変わらない（タクシー運転手）。 

○ 
・新型コロナウイルスの感染状況が一段落し、５月に感染症法上の分類を５類に引き下げ

る効果で、客の意識が良い方向に向かうと予想する。中国以外からのインバウンドにも

期待が持てる（都市型ホテル）。 

企業

動向

関連 

□ 
・春に向けて各イベントの予定はあるが、規模は縮小されるものが多く、告知等も控えめ

になってきている（広告代理店）。 

▲ 
・下半期にかけて素材価格が２割近く上がっている。今後生産される製品はその分を価格

転嫁して販売されるため、需要は落ち込むのではないか（電気機械器具製造業）。 

雇用

関連 
□ 

・求人数は増加する傾向でも、求職者が増えないため、採用数は良くても横ばいと推測す

る（人材派遣会社）。 

その他の特徴

コメント 

○：インバウンドや全国旅行支援などから、来客数の増加が見込める。年度末や年度初め

の祝い事などの予約も増えてきている。ただし、アフターコロナのスタイルなのか少

人数、小グループの傾向がある（高級レストラン）。 

○：自動車向け以外の電材需要は一部回復の見込みである（化学工業）。 
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